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奥
地
区
は
、
米
ノ
川
地
区
と
川
炭
地

汁

区
を
併
せ
た
地
区
で
あ
る
。
米
ノ
川

は
、
県
逍

19
9ヅ
か
ら
米
奥
小
学
校
に
向

か
っ
て
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
の
集
蕗
で
あ

る
。
集
落
の
北
側
は
、
必
斗
俵
地
区
と
沈
下

訟
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。

先
月
号
の
必
斗
俵
の
紹
介
で
、

南
北
朝

時
代
で
あ
る
応
安
年
皿
に
、
東
北
の
奥
州

（現
在
の
岩

F
rnぶ
）
南
部
『
団
部
鉄
湘
で
有

,
“
4
,
^
f
”
f
r
 

巴

か
ら
来
た
固
防
守
糾
忠
と
い
う
人
が
、

現
任
の
壱
斗
俵
地
区
の

111畑
を
開
墾
し
た

と
記
し
た

ま

た
、
辻
い
期
の
内
物
に
壱
斗

俵
村
の
近
隣
に
南
部
村
と
い
う
記
載
が
あ

り、

W
向
中
心
が
自
身
の
出
身
地
を
と
っ
て
名

付
け
た
と
み
え
る
と
も
11
ロ
い
た
c

こ
の
南

部
村
が
米
ノ
川
で
あ
る
。
こ
の
地
城

孟
叩

の
ル
ー
ツ
が
現
任
の
宕
手
県
に
あ
り
、
ま

た、

閥
忠
が
南
部
氏
と
名
屎
っ
た
こ
と
が
、

利
川
周
辺
に
多
く
見
ら
れ
る
「
南
部
姓
」
の

始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
典
味
深
い
。

戦
国
期
に
な
り
、
さ
ら
に
勢
力
を
拡
人

し
た
南
部
氏
は
、
こ
の
地
区
に
あ
る
小
邸

い
山
に
山
城
を
築
き
、
麓
に
は
広
大
な

L

屈
を
築
い
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
米
ノ
川
の

「集
落
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中

期
に
な
る
と
、
米
の
川
村
だ
け
で
、
約

1
2
0
世
術
、
人
口
は
5
5
0
人
に
達
し

よ
う
か
と
い
う
規
校
に
な
る
。
周
辺
の
村

の
巾
で
は
最
も
大
き
な
村
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

さ
て、

地
区
に
は
大
乗
寺
と
い
う
寺
が

あ
っ
た
。
1
5
7
4
年
に
建
立
さ
れ
た
寺

で、

こ
の
r
J
も
ま
た
明
治
初
期
の
廃
仏
毀

釈
の
巾
で
廃
寺
と
な
っ
た
。
こ
の
寺
は
、
日

本
の
多
く
の
寺
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

江
戸
期
に
お
い
て
は
、
地
域
の
，
ナ
ど
も
た

ち
の
学
び
の
場
で
あ
る
寺
チ
屋
と
し
て
機

能
し
て
い
た
c
江
戸
や
人
坂
、
あ
る
い
は
邸

知
城

F
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
士

族
が
少
な
い
こ
の
地
城
に
は
、
そ
の
，
す
息

も
ほ
ん
の
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
で
も
寺
了
肘
と
し
て
機
能
し
続
け
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
股
民
の
チ
息
の
多

く
も
抒
了
屈
に
通
っ
て
い
た
こ
と
を
怠
味

す
る
。
明
治
の
学
制
以
降
、
こ
れ
が
地
区
の

小
学
校
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

は、

い
か
に
こ
の
地
域
が
早
く
か
ら
f
ど

も
の
教
育
の

t
杖
性
に
気
づ
い
て
い
た
か

が
う
か
が
え
る
。
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
が
現
化
の
米
奥
小
学
校
で
あ
る
は
不

尖
小
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
、
文
科
省
が

肋
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に
収

り
組
ん
で
い
る
。
地
域
住
民
で
栴
成
す
る

ぶ
●
校
迎
営
協
議
会
」
が
学
校
と
と
も
に
学

校
迎
党
に
参
画
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

米
奥
小
学
校
区
住
民
の
f
ど
も
の
教
育

へ
の
関
心
の
深
さ
は
、
も
し
か
し
た
ら
寺

チ
届
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

米
ノ
川
に
は
、
現
在
、
62世
帯
、
1
0
9

人
が
作
ら
し
て
い
る
。

，
叶
！さ
吋念誓瀑
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昭和29年までは

山の上が米奥小学校の運動場であった．

もちろん運動会もここで行われていた。

町のうこき

(12月31日） 人0 前月比

男 8.279 2 

女 9.247 2 

計 17.526 4 

世帯数 8,574 -1 

出 生 死L 転入転旦

男 10 15 14 7 

女 3 9 17 9 

計 13 24 31 16 

(12月中の屈出）

窪Jil地域 12,331人
;--....: ―マ．

-― て――

大正地域2.486人 十和地域2.709人

四万十川の

水質状況

沿正fiu(mg/1) 1月158

リン酸 ~ 1.0 測定範囲以下

硝 酸 ~ 0.5 測定範囲以下

アンモニーウム S 5.0 測定範囲以下

アニオン活性剤 ；；；；； 1.0 0.05 

化学的酸索要求量 :i10.0 2.102 

祖大正（苔川）
jlt-,: 四万十高校自然漏項部

一國fr9.~!

2018.2月号
_ Vol.143<1iJ.JJ 10113a行）

本又など内つの一部！こ只やすく訊みまらがえにくい

ユニパー7ルデプインフがントを~:,用しています．

●発行／四万十町企画熊 ●印刷／窪川印刷

〒786-8501 高知県高岡郡四万十町琴平町16-17 匹 (0880)22-3124 
四 (0880)22-3123 




